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The Expansion of Interpersonal Relationships in the “Yōji-Gurūpu 
（Infant Group）” Activities： 
From the Viewpoint of the Symbolic Function of Play
























































































































































































































































































































































－  45  －
へと歩を進めるにあたって、遊びの象徴的な機能という視点から関係性の広がりを考察できたことは、
今後のプレイセラピーにとってクライエント理解の一助となるであろう。貴重な経験の場を与えてくれ
たＡくんに心より感謝の意を表する。
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